
（キャッチコピーを入力）

担当：企画課 企画係 TEL: 046-872-8163

歴史と自然と人を繋ぐ公園を再び

この事業について

蘆花記念公園は、逗子市制30周年を記念して昭和59年に開園した風致公園です。
JR逗子駅から徒歩約20分、逗子海岸からも約300mという恵まれた立地にありますが、現在、公園

内に立地する登録有形文化財の旧脇村邸をはじめとする５つの施設が、老朽化や法令上の課題によ
り長年活用されないままになっています。
また、海に面した逗子市では津波避難・防災機能の強化を求める市民の声も高まっており、公園

の再整備は喫緊の課題となっています。
再整備は官民連携方式による整備・運営を想定していますが、大規模な事業となるため、官民連

携に加え、皆様の温かいご支援が大きな力となります。

この事業で蘆花記念公園はどう変わる？

• 公園内の遊休施設が観光・交流・防災の拠点として生まれ変わり、長年活用されていなかった旧
脇村邸など登録有形文化財が新たな魅力を発信する場となります。

• 県内最大級の長柄桜山古墳群周辺の整備により、逗子の歴史文化の魅力が全国へ広がります。
• 津波避難・防災機能の充実により、海辺に暮らす市民の安心がさらに高まるとともに、民間企業

や市民との連携によって、持続可能な公園運営が実現します。

★ あなたの寄附が、逗子の丘の上に新しい風景を生み出します

寄附相談：逗子市 寄附コンシェルジュチーム TEL: ０４６－８７２－８１３３ ／ 令和８年度版 ※内容は変更となる場合があります。

事業の写真を挿入

蘆花記念公園再整備事業

【所管課】
環境都市部 緑政課
【事業費】
１，０００万円～６億円（事業内容・整備規模により変動
※令和９年度以降実施予定）

寄附の使い道（例）

３.逗子の自然・環境を応援！

使途 内容

遊休施設の再生
登録有形文化財の旧脇村邸など老朽化施設の改
修・整備

防災機能の強化
津波避難スペース・備蓄機能の整備、避難経路
の整備

公園環境の向上
ユニバーサルデザイン対応、ウォーカブルな空
間整備

古墳群の保存・活用 トイレ、案内サイン、散策路整備

５.文化とスポーツの逗子を応援！ ８.暮らしの土台(施設・インフラ)を応援！

寄附相談：逗子市 寄附コンシェルジュチーム ＴＥＬ: ０４６－８７２－８１３３ ／ 令和８年度版 ※内容は変更となる場合があります。 13



（キャッチコピーを入力）

担当：企画課 企画係 TEL: 046-872-8163

地域の安全を守る架け橋へ48年の時を超え、全車両が通行可能な道に！

この事業について

逗子市久木地区のインフラである『久木20号暗渠』は、建設から48年が経過し、老朽化が進んで
います。
令和７年度に実施した耐荷力照査設計の結果、通行可能な車両重量が最大9.6tまでであることが

判明しました。これにより、現在、大型の緊急車両等が通行できず、万が一の災害時の対応に支障
をきたす恐れがあります。
本事業では、当該暗渠の補強および改良工事を行い、大型車両が安全かつ迅速に通行できる構造

へと刷新します。

この事業で逗子はどう変わる？

• 改良工事の完了により、消防車等の大型緊急車両が通行可能となり、緊急時の迅速な対応で市民
の命を守ります。

• 老朽化した暗渠を刷新することで地域の防災ネットワークが強化されます。
• 長年の課題が解消されることで、地域住民が災害への不安なく、安心して住み続けられるまちづ

くりの実現につながります。

★ あなたの想いが、地域の安全・安心を守る力となります

寄附相談：逗子市 寄附コンシェルジュチーム TEL: ０４６－８７２－８１３３ ／ 令和８年度版 ※内容は変更となる場合があります。

事業の写真を挿入

久木20号暗渠改良事業

【所管課】
環境都市部 都市整備課
【事業費】
３，０００万円（令和９年度以降実施予定）

寄附の使い道（例）

使途 内容

暗渠改良工事設計業務委託
現地測量、撤去及び架替え工事詳細設計業務
委託
（概算事業費：３千万円）

暗渠改良工事 暗渠架替え工事 （概算事業費：６億円）

８.暮らしの土台(施設・インフラ)を応援！７.安心して暮らせる逗子を応援！

寄附相談：逗子市 寄附コンシェルジュチーム ＴＥＬ: ０４６－８７２－８１３３ ／ 令和８年度版 ※内容は変更となる場合があります。 25
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担当：企画課 企画係 TEL: 046-872-8163

美しい逗子海岸を守るため、災害に強い下水道施設を目指します！

この事業について

美しい逗子海岸の水質を守るうえで、下水道施設は欠かせない存在です。市民の誇りでもある逗
子海岸を清潔に保つため、浄水管理センターは日々重要な役割を担っています。
現在の施設は老朽化が進んでおり、地震・津波への備えが十分とは言えない状況です。大規模な

災害が起きた際に施設が機能を失えば、海や市民の生活環境への影響が心配されます。
日本下水道事業団等の専門的な技術支援を受けながら、老朽化対策・耐震・耐水化を含む施設の

再整備に向けて事業を進めています。逗子の海と暮らしを守るための、大切な第一歩です。

この事業で逗子はどう変わる？

• 災害に強い下水道施設が整備されることで、地震・津波が起きた後も安定した水処理が行われ、
市民の生活環境が守られます。

• 美しい逗子海岸の水質が将来にわたって維持されることで、市民や観光客が安心して海を楽しめ
る環境が続きます。

• 逗子の大切な財産である豊かな自然と美しい海岸を次の世代へ引き継ぐために、皆さまのご支援
が大きな力となります。

★ 下水道が守る良好な水質環境を、未来の子供たちへ

寄附相談：逗子市 寄附コンシェルジュチーム TEL: ０４６－８７２－８１３３ ／ 令和８年度版 ※内容は変更となる場合があります。

事業の写真を挿入

下水道施設再整備事業

【所管課】
環境都市部 下水道課
【事業費】
約３００億円（概算）

寄附の使い道（例）

８.暮らしの土台(施設・インフラ)を応援！

使途 内容

下水道施設再整備事業
老朽化対策、耐震・耐水化に係る計画
設計・対策工事等写真：浄水管理センターから逗子海岸を臨む

寄附相談：逗子市 寄附コンシェルジュチーム ＴＥＬ: ０４６－８７２－８１３３ ／ 令和８年度版 ※内容は変更となる場合があります。 26


